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地震の概要（最大震度７の地震）
（１）発生時刻 令和６年１月１日１６時１０分頃
（２）震源地 石川県能登地方（震源の深さ ごく浅い）
（３）地震の規模 マグニチュード７.６（最大）
（４）県内の震度

【震度】
・震度７ ：志賀町、輪島市
・震度６強：七尾市、珠洲市、穴水町、能登町
・震度６弱：中能登町
・震度５強：金沢市、小松市、加賀市、羽咋市、かほく市、能美市、宝達志水町
・震度５弱：白山市、津幡町、内灘町
・震度４ ：野々市市、川北町

【津波】
・１日 １６時１２分 津波警報 発表（石川県加賀、石川県能登）
・１日 １６時２２分 大津波警報に切り替え（石川県能登）
・１日 ２０時３０分 津波警報に切り替え（石川県能登）
・２日 １時１５分 津波注意報に切り替え（石川県加賀、石川県能登）
・２日 １０時００分 津波注意報解除（石川県加賀、石川県能登）

※１日１６時０６分頃に能登地方を震源としたマグニチュード５.７、最大震度５強の地震が発生
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今回の地震における水道施設の被害の特徴

R6.1.27
知事記者会見資料から

国土交通省上下水道地震対策検討委員会 【中間とりまとめ】（抜粋）

⚫耐震化未実施の浄水場、配水池、管路等の基幹施設が被災したことにより、広範囲での断水が発生

⚫今回の被災地特有の交通アクセスの不便さによる作業時間の制約等も相まって復旧の長期化を生じさせた

⚫耐震化実施済みであっても、地盤自体の崩落等が発生した箇所では、管路の破損等の被害が発生
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○ 断水戸数の推移
１月 １日 １６市町 約１１３,０００戸【最大】
２月 １日 ８市町 約 ４０,５００戸
３月 １日 ７市町 約 １８,４００戸
４月 １日 ４市町 約 ６,７００戸
５月 １日 ３市町 約 ３,８００戸

５月３１日 早期復旧困難地区を除き断水解消

これまでの断水・給水対応の状況

○ 給水対応
給水車派遣：日本水道協会（全国の400超の自治体）

陸上自衛隊、航空自衛隊
国土交通省 各地方整備局

給水支援 ：海上保安庁の巡視船、海上自衛隊の
多用途支援艦による給水車への水の補給

延べ約1.1万台
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断水解消に向けた復旧作業の応援

＜６市町への応急復旧班の派遣状況＞

珠洲市

能登町

輪島市

穴水町

志賀町
七尾市

【現地派遣】

日水協 中部支部
東北支部

【現地派遣】

日水協 関東支部
九州支部

中国四国支部
中部支部 【現地派遣】

日水協 関西支部

【現地派遣】

日水協 関西支部

【現地派遣】

日水協 中部支部
北海道支部

【現地派遣】

日水協 関東支部
中国四国支部

○ 応急復旧の状況

⚫ 参加自治体：全国171自治体
（北海道から九州地方まで）

⚫ 応 援 人 数：延べ約4.8万人
（自治体約2.2万人、工事業者約2.6万人）

○ 日本水道協会各支部の派遣期間
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石川県
環境政策課

自衛隊日本水道協会 北陸地方整備局

厚生労働省、国土交通省

自衛隊日本水道協会 北陸地方整備局

支援実施状況・支援ニーズ先の情報集約（リスト化）

DMAT
（医療施設）

各市町等
（補給点を
含む）

各市町
（支部派遣先）

各市町
（リエゾン派遣先、
給水支援先）

各市町
（リエゾン派遣先、給水
支援先、物資輸送先）

給水点（避難所、病院等）

支援対応者の調整・明確化

給水車等

給水関係の情報

給水ニーズの把握について

○ 給水ニーズの把握

さまざまな機関（日本水
道協会、地方整備局、自
衛隊）が応援給水を行って
おり、ニーズの重複、取りこぼ
しがないように情報を集約し、
関係者で情報を共有
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穴水町
支援：神戸市等

七尾市
支援：名古屋市等

志賀町
支援：横浜市等

能登町
支援：大阪市等

珠洲市
支援：名古屋市等

輪島市
支援：東京都、横浜市等

断水解消済

３月末見込み

４月末見込み

５月末見込み

未定

断水解消時期（見込み）

断水情報の「見える化マップ」
R6.3.22
厚生労働省公表資料のための
県提供データ

国土交通省（厚生労働省）、国土

地理院と連携し、断水解消の見

込みと実績を地図で「見える化」

住民だけではなく、他の都道府

県から被災地を応援する皆様、

マスコミ関係者の情報へのアクセ

スを容易に
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「生活排水の放流について」通知発出

○ 地震により、下水道や浄化槽が被災し、

生活排水を流せない事態が発生。

○ 被災者の洗濯や入浴支援などに支障が

生じ、相談が多数寄せられる。

○ 公共用水域への生活排水の直接放流が、

水質汚濁防止法の規制対象外であることを

各市町に通知。

○ 下流域の利水状況を踏まえた柔軟な対

応を求めた。
8



宅内配管修繕の加速化（かかり増し経費補助等）

R6.6.27
知事記者会見資料から

断水解消後も宅内配管

の修繕が必要な場合も

多く、地元工事業者に依

頼が集中

地元以外の業者が工事

を行う場合の旅費・宿泊

費等の補助や工事業者

手配の受付窓口を設置
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水源確保における課題

R6.1.27
知事記者会見資料から

○ 県の水道用水供給事業

（県水）では県内13市町に

供給しているが、南北に長い

当県においては、奥能登地

域までは供給できていない。

○ また、県水も被災し、最北端

までの給水再開までには約

２か月を要した。
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○ 能登地域は全体的に水量・水質が不安定

河川が細く短い、奥能登ではダムにより水源確保

地下水も少ない

○ 珠洲市では、市内の水道需要の大部分を

宝立浄水場によりカバー

浄水場から順々に送水する仕組み

珠洲市の復旧状況
（宝立に統廃合された内浦側と、点在する外浦側）

断水解消

一部断水解消

未復旧

宝立浄水場
（2/8 機能回復）

清水浄水場
（復旧困難）

大谷浄水場
（3/30 機能回復）

高屋浄水場
（機能回復）

亀ケ谷池
仮設ろ過装置

（1/9～4/19運用）

折戸浄水場
（機能回復）

小屋
ダム

飯田
配水池

（3/8～運用）

若山
配水池

（3/28～運用）

宝立
配水池

（3/5～運用）

仮設管

正院
配水池

（3/15～運用）

三崎
配水池

（4/6～運用）

2/23 全域復旧

東山中町
小規模水道
（復旧済）

大谷高区
配水池

（4/4～運用）
笹波・石神
小規模水道
（復旧済）

若山浄水場
（休止中）

蛸島

三崎浄水場
（廃止）

かめんた

河川が細く短い奥能登では、ダムにより水源確保

浄水場

仮設ろ過装置

配水池

小規模水道

水源確保における課題

○ 一部の浄水場への依存度が高く、浄水場が

機能を喪失した際に、漏水調査を進めるにも

時間を要し、断水が長期化しやすい

5/8 時点

宝立浄水場
（仮設ろ過設備）

※順々に送水する
仕組み
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今後の方向性について

石川県創造的復興プラン（令和6年6月）

＜上下水道関係施策＞

○ 教訓を踏まえた災害に強い地域づくり（持続可能な上下水道インフラの構築）

インフラ基盤の強靭化に当たっては、従前の「線でつながるインフラ」に加え、

自立・分散型の「点でまかなうインフラ」も選択肢の一つとして、能登地域での

先進的な取り組みを検討

（上下水道の強靭化）

⚫市町のまちづくりと一体となった上下水道インフラの最適化
【取組】地域の実情に応じた大規模かつ長期的な断水リスクの軽減

【取組】持続可能な上下水道インフラの構築

⚫上下水道施設の耐震化、停電対策
【取組】水道施設・基幹管路の耐震化、水道施設の停電対策、下水道管の耐震化

【取組】県水既設送水管の耐震化、県水送水管の２系統化の推進
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